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岐阜大学医学部地域共創型飛騨高山医療者教育学講座 

市民公開講座が始まります 

 
今年度、岐阜大学医学部に高山市の寄附によって地域共創型飛騨高山医療者教育学講座が

開設され、医療者教育を通じた高山の医療の活性化をミッションに、高山の皆様のご協力のも

とで様々な活動を開始しています。 

市民の皆様と共に学びを深め合うことのできる場である市民公開講座は私たちにとって大

変重要な意味をもち、力を注いで企画してきました。10月12日（土）には、寄附講座開設後の

初回講座を記念し、多数の著書を有する精神科医の兼本浩祐氏と岐阜大学ならびに高山市内

医療機関で活躍中の専門家を講師にお招きして、「普通って何だろう？ともに考えてみません

か、発達と教育について。」をテーマとした講座を開催します。 

 

報道関係者の皆さまにおかれましては、ぜひ取材・報道のほどよろしくお願いいたします。 

 
＜詳細＞ 

日 時：令和6年10月12日（土）10時00分～12時30分 

会 場：飛騨・世界生活文化センター ミニシアター 

テ ー マ：「普通って何だろう？ともに考えてみませんか、発達と教育について。」 

講 師：兼本浩祐氏（愛知医科大学名誉教授・精神科医） 

       今福輪太郎・川上ちひろ（岐阜大学医学教育開発研究センター） 

      田宮久史氏（久美愛厚生病院リハビリテーション科） 

指定発言：加藤秀明氏（須田病院病院長） 

司 会：鷹羽律紀・髙橋美裕希（岐阜大学医学部地域共創型飛騨高山医療者教育学講座） 

 

※取材いただける場合は、地域共創型飛騨高山医療者教育学講座 髙橋美裕希 

 (TEL: 058-230-6462）まで、事前にご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

＜問い合わせ先＞ 

岐阜大学医学部             高山市役所医療保健部医療政策課 

地域共創型飛騨高山医療者教育学講座       課長 黒谷 渉 

髙橋美裕希             担当 山下 龍士 

TEL:058-230-6462                      TEL 0577-35-3177 

携帯番号：090-1988-3280（当日のみ）         FAX 0577-35-3173 

E-mail: takahashi.miyuki.r6@f.gifu-u.ac.jp  



ともに考えてみませんか、
発達と教育について。
極端に「普通」でいようとすることで、

「自分らしく生きること」を置き去りにしていないでしょうか。

いわゆる発達障害の特性は「自分らしさを大切にすること」とも考えられます。

本講座では、発達障害ということばに関して、障害であるかどうかという線を

ひくことにこだわるのではなく、「発達障害を病であるとするならば、

極端な普通もまた病である」という視点で、見つめ直してみませんか。

また、高山市で発達障害に向き合う医療者の取り組みについてご紹介します。

岐阜大学地域共創型飛騨高山医療者教育学講座
市民公開講座 第一回 参加費

無料

2024.10.12 SAT
10:00-12:30

主催：岐阜大学地域共創型飛騨高山医療者教育学講座　共催：高山市役所
司会：鷹羽律紀・髙橋美裕希（岐阜大学地域共創型飛騨高山医療者教育学講座）

飛騨・世界生活文化センター  ミニシアター会場

「普通という異常」の視点から、見つめ直す
講師　兼本浩祐先生 （愛知医科大学名誉教授　精神科医）

第
一
部

基 調 講 演

ことば、発達、教育、医療にかかわる私たちの取り組み
講師 今福輪太郎先生・川上ちひろ先生 （岐阜大学医学教育開発研究センター）
 田宮久史先生 （久美愛厚生病院リハビリテーション科）
 山岸篤至先生 （高山赤十字病院小児科）
指定発言 加藤秀明先生 （須田病院病院長）

パネルディスカッション
第
二
部

基調講演講師

愛知医科大学名誉教授。精神
科医。島根県生まれ。京都大学
卒業。ベルリン自由大学神経科
外人助手、国立療養所宇多野
病院関西てんかんセンター、
愛知医科大学精神科学講座教授
を経て現在も精神科医として
活躍中。著書多数。

兼本 浩祐 先生

参加費：無料
先着100名

右記のWEBページから
お申し込みください。

お申込み

高山市民のみなさま､本講座に関心を持つ方、是非ご参加ください


